
広告協賛、寄付金等ご協力への御礼
同窓会会長　吉 田 清 隆（23回生）

東京支部長　栗 木 康 幸（21回生）

　この度は本同窓会報の発行にあたり、広告協賛や寄付金のご協力を賜り、誠に有難う御座いました。広告協賛の募集に際しま
して、寄付金としてのご協力も頂いております。
　改めまして、皆様からのご厚誼に厚く御礼申し上げますと共に、皆様の更なるご健勝とご活躍をお祈り申し上げます。

同窓会への寄付金寄贈者のご芳名

古賀 伸彦�様（13回生）	 池田 康博�様（37回生）

広　告

カラー広告 P76

回生有志広告 P82

1 ～20回生 P90

21～30回生 P99

31～40回生 P112

41回生～ P134
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附設高校同窓会の
益々の発展をお祈りします

高校23回生（中学1回生）
2025年の附設高校創立75周年・中学校創立55周年記念事業を応援します！

中高一貫の始まり、高校23回生と中学1回生。
1975年（昭和50年）春の大学入試では晴天の
霹靂と騒がれた。
令和の始まりの同窓会を支えて参ります。
同窓会会長 吉田 清隆
同窓会副会長 古賀 善彦
同窓会副会長 江藤　宏
同窓会監事 田中 英治
回生代表世話人 板垣 大樹　穐田宗隆

<A> 赤池俊信　安藤和三郎　井上薫　今井康弘　（故）岩井一郎　内山伸二　江藤宏　尾川敬一
久保山啓治　合田司　清水千尋　末永光　高木一富　高木信之　田島伸介　田中明夫　田中久志
田中龍郎　竹内斎之郎　常富安彦　虎谷慎治　中嶌睦夫　（故）中村浩也　中村隆幸　西一成　西山秀樹
野口幹展　野田道雄　林幸治　林誠二　原正則　半田利通　廣尾勝彰　藤村紳一郎　藤吉晋一郎
（故）宝蔵寺孝典　堀川喜朗　松本雅裕　三橋徹　光山慶一　（故）森川明　山下東吾　湯村隆
吉田正男　鷲谷道裕　渡辺淳一郎　渡辺大介　<B> 鮎川信也　荒木幸一　石原健三　井上和彦
内田和道　（故）内田又二　江上和年　江口徹　大坪鉄治　荻隆臣　小本博岐　柿原久信　笠間万寿雄
（故）金丸正和　川野庸一　河村誠一　久保田隆一　古賀善彦　（故）清水想平　島ノ江信芳　庄司剛虎
庄山昌彦　関幸雄　高木洋　高山茂　堤裕昭　坪ノ上健二　中島邦雄　中島誠二　内藤靖　野田辰馬
野呂純敬　花田博幸　林秀千人　原一彦　原口勝　樋口文則　廣田重明　福富正人　藤井省一
真木俊祐　松永佳範　松本好憲　溝田学　（故）山崎荘一　山下雅之　吉松隆利　<C> 池田耕一
池田正明　井上路朗　（故）上田英則　内野英治　大石朗　大田芳洋　大野康　片江善郎　蒲池信明
川島俊明　城戸清　久保政孝　久保政則　古賀欣郎　坂井康柄　桜木章司　佐藤三紀彦
清水寛史(浩)  白石光一　白水聡彦　高石敏敬　高田祐一　田中淳二　寺原孝朗　東野哲也
飛松英隆　戸町和照　中島収　中條武志　西原信弘　二宮直樹　広瀬信一郎　藤井善隆　星野輝彦
松本務　松山豪泰　水田敬二　三原正純　森直人　矢野栄一　湯本一彦　吉田清隆　吉田繁美
吉本干城　<D> 穐田宗隆　浅尾鉄雄　石澤顕　石橋訓幸　板垣大樹　今里信弘　井本守忠　大村孝一
長田忠千代　河村浩明　木村光宏　窪山信一　合田周一郎　古賀望　小佐々大造　後藤雅史　重富俊
清水明　白石英幸　（故）高島友三　高山博　高山美喜男　田中英治　田中幹朗　谷口悟　堤真哉
恒松篤　常安栄　徳安彰　戸嶋良博　富田暢　友添俊裕　中垣俊郎　中野聡　野口俊弘　原亨
平野裕志　福嶋正博　町田健　松田武郎　（故）三原幸隆　持松和弘　（故）森雅一　山本正典　吉田泰彦
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附設高等学校並びに
附設高等学校同窓会の益々のご発展を祈念します

27回生有志一同

（61名）

有 村 一 郎
石 橋 明 彦
井 田 弘 明
伊 藤　     晃
上 羅　      豪
内 山 明 彦
梅 津　      優
江 藤 正 俊
大 石 幸 嗣
大 川 孝 浩
大 河 原 建 也
梶 岡 俊 一
川 村 祥 二

倉 掛 正 治
神 武　     裕
児 玉 英 資
小 林 俊 哉
小 松 公 一
坂 本 和 典
佐 々 木 郁 夫
佐 藤 陽 二
佐 藤 伸 二
佐 野 智 幸
執 行 謙 二
重 松 克 哉
下 郡 博 明

白 谷 栄 作
須 田 博 喜
高 岸 智 也
高 群 博 之
田 中 正 広
田 中　     守
田 中 裕 人
田 中 隆 一
為 永 和 博
遠 山 智 昭
轟 伊 佐 雄
豊 原 信 治
中 島　     隆

中 村 和 徳
西 村 宏 祐
野 田 浩 一
八 谷 哲 男
馬 場 司 郎
濱 尾　     新
平 田 智 毅
廣 本 泰 之
藤 下　     敏
古 川 幸 稔
古 川 哲 也
佛 坂 正 幸
増 田 隆 二

松 石 昌 典
松 田 和 浩
松 本 宏 敬
眞 谷 俊 誠
三 宅　     陽
村 井 雅 浩
森 田 俊 彦
諸 岡 克 明
大 和　     浩
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　附設を、35回生を表わす共通の言葉とはなんだろうか。考えれば考えるほど、むしろ、ひとりひとりの表情、声、身振りの豊かさ、思考と行動の自
由こそ思い出されて、ひと言では括りがたい我々の高校時代を実感する。おそらくは、「附設」とは、ひとつの様式だったのではないか。中味がどう
異なろうとも、我々ひとりひとりの個別を受けいれる器。そんな「附設様式」のしなやかさを象徴するかたちとして、我々は古碑文風の意匠を思考
廻廊のために提案した。協力してくれたのはデザイナーの大西正一氏。18世紀の装飾文様をアレンジし、ローマ数字はトラヤヌス帝の凱旋門の銘
文に依拠。附設という学校は、卒業生の進路等を見ても実学志向だとは思うが、ふりかえってみれば、人文学（ヒューマニズム）への共感がここかし
こにあったような気もする。そんな我々の気持ちを、大西氏は気品ある様式にまとめあげてくれた。　　　　　　　　　　 文章：金井 直（35回生）

35回生の思考廻廊

◆作成者コメント

3541to
コロナの影響がない環境の中での幹事おつかれさまでした。

皆様のご奮闘に心より敬服いたします。

いままで以上に同期の親睦が深まり、今後も継続するかと思います。

無事に36回生・42回生に引き継いで頂き、来年も盛大に福岡総会・東京総会が

開催されますことを祈っています。

35回生 福岡支部・41回生 東京支部
幹事団の皆さま

2018年度東京支部総会幹事長　高尾野 健
2024年度福岡支部総会幹事長　津福 一宏

35回生一同
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附設高等学校並びに附設高等学校同窓会の

益々のご発展を祈念します

35 回生福岡支部・41 回生東京支部幹事団の皆様、
ありがとうございました。心より御礼申し上げます。

令和７年度の定期総会・福岡支部総会は、
我々36 回生が幹事団を務めさせていただき、
令和 7年 7月20日（日）ソラリア西鉄ホテル

にて開催いたします。

ご参加・ご協力のほど、何卒宜しくお願い申し上げます。

36 回生一同
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附設高校および同窓会の
益々のご発展を祈念いたしております

35回生 福岡支部／41回生 東京支部の幹事団の皆様に

心より感謝いたします。

同窓会活動の更なる盛況をお祈りいたします。

38回生有志一同

3年A組

3年C組

3年B組

3年D組
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附設高校及び同窓会の
益々のご発展を祈念します。
2025年の附設高校創立75周年・

中学校創立55周年記念事業を応援します。

41回生 有志一同

相部 任宏
秋山 正晴
秋山 尚
淺井 直紀
天野 真
荒木 丈幸
荒木 英俊
飯野 登志樹
井口 貴仁
生野 太朗
池田 悟
諫山 弘高
石田 諭
石橋 俊彦
井手 誠
岩熊 秀樹
上野 雅史
宇野 洋輝
大田 健嗣
大田 茂幸
岡本 浩一

平成４年７月１４日　

利根川進博士講演会

「私の歩んだ道」 41
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中学校創立55周年記念事業を応援します。

相部 任宏
秋山 正晴
秋山 尚
淺井 直紀
天野 真
荒木 丈幸
荒木 英俊
飯野 登志樹
井口 貴仁
生野 太朗
池田 悟
諫山 弘高
石田 諭
石橋 俊彦
井手 誠
岩熊 秀樹
上野 雅史
宇野 洋輝
大田 健嗣
大田 茂幸
岡本 浩一

香月 健志
嘉手川 豪心
兼古 拓也
萱島 理
辛島 詠士
加留部 謙之輔
川野 武志
北村 隆幸
吉川 一郎
喜友名 裕
國吉 房次
倉掛 哲郎
酒井 智弘
坂田 真一
坂本篤彦
佐田 考史
古賀 宣勝
呉屋 五十八
白木 淳二
杉尾 雅史
鈴木 孝知

鈴木 仁士
隅田 如光
世利 英之
高橋長秀
田川哲三
立石 貴久
竹之内 和則
田中 茂雄
田中 伸一郎
田場 健
多和田 真也
塚本 貴則
富永 泰輔
中田 庄平
中島 善成
中原 啓太郎
中原 剛士
原坂 勇一郎
福嶋 敬愛
福吉 拓也

藤本 剛史
藤田 裕介
古川 輝
別府 俊介
平安名 盛也
細川 幸夫
前田 篤宏
前里 宗男
松崎 憲
三苫弘喜
嶺井 政直
宮武 博史
武藤太一
村松 篤
桃嵜 正啓
森 一郎
森 博
森田 克明
吉武 忠正
米嵩 理
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江藤義行 （14回生）

株式会社エトウ
TEL 0944-87-5888
大川市鐘ヶ江227-2

税理士法人 伊東・大津留事務所

伊東　秀志 （12回生）公認会計士
税理士

大津留孝明 （45回生）公認会計士
税理士

〒810-0011 福岡市中央区高砂2-15-34
淡青ビル11階

TEL：092（526）8171 / FAX：092（526）8220

〒810-0011 福岡市中央区高砂1-20-3
小林ビル106号

TEL：092（791）5387 / FAX：050-3730-0585

〒810-0042 福岡県福岡市中央区赤坂1丁目10番17号
　　　　　　 しんくみ赤坂ビル7階
TEL（092）714-0090　FAX（092）714-6928

熊本オフィス　TEL（096）273-6066
東京オフィス（虎ノ門交差点）TEL（03）5157-5601

E-mail matsuop@po-pine.com
URL http://www.matsuo-patent.com/

所長弁理士 市川 泰央
会長弁理士 松尾 憲一郎（9回生）

（旧 松尾特許事務所）
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医療法人

広川病院
（慢性期病棟 211床）

〒834-0115　
福岡県八女郡広川町大字新代930
Tel 0943-32-2001  Fax 0943-32-2150

理事長　合原　正二　（ 4回生）

理　事　合原正二郎　（37回生）

https://tomokiyo.co.jp/

株式会社 友清白蟻
本社
〒799-2654　愛媛県松山市内宮町513
【tel】 089-978-2630
高松支店
〒761-8053　香川県高松市西ハゼ町285番地1
【tel】 087-866-2780
高知支店
〒780-0024　高知県高知市前里70番地3
【tel】 088-824-1501

友清 重孝
（6回生）
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創業者（故）大神 甫（7回生）

代表取締役　大 神 一 代
代表取締役　矢 山 　 宏

はじめ薬局

ゆうな薬局

三原薬局

病院前薬局

なみひら薬局

はえばる薬局

吉祥寺調剤薬局

はじめ薬局

モトムラ薬局
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OGAWA WATER SUPERVISING LTD

「水と環境のエンジニアリング企業」を

目ざします

総合水処理

〒838-0056 福岡県朝倉市馬田字中原3696番地
TEL 0946-22-2157

オガワ水管理工業株式会社

代表取締役 小川嘉朗
専務取締役 小川朋彦
取締役相談役 小川哲彦（第7回卒業）
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母校、ならびに同窓会の
益々のご発展を祈念します

 八女筑後医師会芙蓉会

 会長 小林 重矩（10 回生） 
他 45 名

代表取締役会長　古野俊彦（11回生）
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新古賀クリニック
院長

宮本 祐一
（13回生）

新古賀病院
内科

佐々木 一彦
（1回生）

新古賀病院･新古賀クリニック
糖尿病･甲状腺･内分泌
センター部長

廣松 雄治
（20回生）

新古賀病院
心臓血管外科
主任部長

大坪 諭
（29回生）

古賀病院21
整形外科

高須 博士
（51回生）

古賀病院21
泌尿器科顧問

平塚 義治
（14回生）

新古賀病院
名誉院長

福山 尚哉
（12回生）

新古賀クリニック
健康管理センター

川口 達大
（22回生）

新古賀病院
心臓血管・リズムセンター長

古賀 久士
（35回生）

新古賀病院
消化器内科
医長

内田 健介
（56回生）

新古賀病院
呼吸器内科

小江 俊行
（13回生）

新古賀病院
脳神経内科

澁谷 統壽
（8回生）

新古賀病院
歯科

豊福 司生
（19回生）

野伏間クリニック
院長

田中 秀憲
（30回生）

古賀病院21
整形外科

末次 弘征
（52回生）

介護老人保健施設
弥生園 施設長

吉村 修一
（14回生）

天神会
理事長

古賀 伸彦
（13回生）

天神会
総病院長

島 弘志
（22回生）

古賀病院21
整形外科部長

牟田口 滋
（39回生）

新古賀病院
消化器外科

中村 祥一
（55回生）

その他の施設検索はホームページより

＊住宅型老人ホームや通所介護、訪問介護･看護などを
　備える複合施設を久留米市内を中心に展開しています

こがケアアベニュー野伏間グランデ＊

新古賀病院

24時間365日断らない救急体制

先進医療に前向きに、真摯に、取り組む
地域医療支援病院

がんの総合的なサポートと治療
いつまでも自分らしく

リハビリに重点をおいて
在宅復帰を目指す

新古賀リハビリテーション病院みらい（小郡市山隈）

古賀病院21

新築！2024年3月オープン
上津バイパス近くの好立地

泌尿器科や整形外科も

「人々の豊かな生涯を支援する医療・介護」
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（附設高2年）
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〒833-0031 福岡県筑後市大字山ノ井1075-3

日本皮膚科学会 皮膚科専門医

https://www.kawamura-hifuka-keiseigeka.com/
TEL：0942-53-3051 FAX：0942-52-8601

院長 川村 光二（19回生） 

皮 フ 科
形成外科川 村 医 院

公 益 財 団 法 人
墓地経営許可：佐賀県指令6生衛第26号

筑紫ヶ丘霊園
理事長　石 橋 千 睦  （15回生）

佐賀県鳥栖市神辺町1013-1
電話 0942-84-4840




